点々。 細長い かっちりした 薄 紫の 鈴 II 桐の 花です。 

お洒落で つ つまし やかで、 おとなしく てお 済し で、 群つ 

ていても 実は 孤独で、 おっとり していても なかなか 怜 

悧で。 しのびやかに しかも はればれと 桐の 花。 

桐よりも、 ずっと 背が高いのに せんだんの 気の 小さ 

レポ ラ ポチ 井 ィ 

だが 咲く だけ 咲 い てし まえば 実に 思 い 切りよ く大ふ 

うに さらさらと 風に まかせて 銀 砂の 様に 私達の 歩道に、 

その 純白の 粉 花 を 一 ぱいに 敷きつ めて くれる。 

もう 少し 行って 御らん なさ い。 

そら、 大粒の 赤 玉、 白玉の メノ ー を 七宝の 青い 葉 茎 



がくつ きり うけとめ ている、 チュ ー リップ！ 

ルビ ー と 紫水晶の かけらの スィ —トビ ー。 

くじゃくの 彩 羽の 紋所ば かり 抜いて 並べた パン ジ ー。 

毛唐 国の 花 だと さげすみながら、 人 は 何と 争って 五 

月の 花壇の 真中に 何よりも 大切に この 宝石の 様な 花た 

ち を、 栽培す るよう になった 事よ。 さて、 その 花 達に 

夜の 間 宿った 露、 朝日が 射せば 香 わしい ほのかな 靄と 

な つ て 私達の もすそ を しめらす。 

目 をと めて よく 見る と、 半開きの 白 ばらの 花の かげ 

II 肥料 を やりた ての 根本の 赤土の 上に 生れた ばかり 

の 小さい ひきがえるが よちよち している。 
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